




















































































































1957 年から始まった人民経済発展第 1次 5カ年計画により、国有化された工業を基礎とした復興と
建設が徹底した計画経済の下で進行した。戦争勃発の前年である 1949 年の生産高を 100 とすると、戦
争が終結した 1953 年度に 75 まで下がっていたのが 1960 年度には 364 にまで伸びた。農業の協同化
率は 1958 年に 100％を達成した。同年に生産と労働を奨励するための運動が「千里馬運動」の名で始
まり、生産の向上に寄与した。この時期に出たスローガンは「共産主義的に生産し、学習し、生活しよう」






























1953 年 8月 7日、李承晩とダレスは共同声明を通じ、韓米相互防衛条約の発効後に米軍地位及び施
設使用に関する協定について交渉すると発表した。しかし米軍地位に関する韓米間協定が締結されたの























































国の戦争遂行のための後方基地になった。1953 年 1月現在、日本の国内には 733 の米軍基地があった。




















よりも増して整備、拡充された。1952 年から 1953 年への米軍基地の変貌を追跡すると、施設の件数は
1212 件から 733 件に減る反面、その面積は 3億 1,013 万坪から 3億 1,187 万坪に増加している。陸上
施設だけに限ってみると、総数は 612 件から 581 件に減少しているが、その内訳をみると、一時使用

















































１）　 本稿は 2010 年 7月 10 日、立命館大学コリア研究センター主催の学術会議で報告した論文を加筆、補完した
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容―休戦体制の含意」（ソウル大学国際問題研究所『世界政治』26輯 2号、2005 年］を会議の趣旨に合わせ
改訂し日本語訳したものであり、本稿はその加筆、補完である。
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